
 

 

 

令和３年 11月 10日 

 

デジタルツールを活用した食品表示の実証調査を行います 

 

消費者庁委託事業「食品表示のデジタルツール活用に係る検討調査事業」

（受託事業者：株式会社 NTT データ経営研究所）において、スーパーの店舗

でのデジタルツールを活用した食品表示に関する実証調査を行います。 

 

１．背景と目的 

食品表示は、食品を摂取する際の安全性の確保及び消費者の自主的かつ合

理的な食品の選択の機会の確保に関し、重要な役割を果たしています。現在、

食品表示は容器包装上に行うこととされていますが、多くの義務表示事項が

あるのに加え、消費者の多様化するニーズに即した表示を更に行うようにと

の声もあるところです。一方で、表示事項が増えると、ニーズが多様化する

消費者にとって更に表示が見づらく十分に活用されなくなるとの問題点が指

摘されています。 

消費者庁では、こうした状況を踏まえて、デジタルツールを活用すること

で消費者にとって読み取りやすく分かりやすい食品表示を実現できないか検

討するため、令和２年度に「アプリケーションを活用した食品表示実証調査

事業」において、スーパーの店舗での実証調査を試行的に実施しました。そ

の結果、実証に参加いただいた消費者の方からデジタルツールの活用に対す

る一定の評価をいただいた一方、更なるニーズが存在することが分かりまし

た。そこで、消費者の意向を深掘りすることを目的として、令和３年度は、対

象商品や期間を拡大するとともに、スマートフォンのアプリケーション機能

を拡充して、本格的な実証を実施することとしました。 

 

２．実証調査概要 

（１）実証内容 

アプリケーション機能を令和２年度版（※１）から拡充し、文字サイズ調整

機能、表示増減機能（義務表示事項）、ピクトグラムを用いた表示機能（アレ

ルギー物質）、健康目標に応じた強調機能（栄養成分）及び用語確認機能（添

加物・栄養成分）を追加しました。 

これらにより、消費者に食品表示を御確認いただき、容器包装上の表示で
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は実現することが困難な消費者の多様化するニーズに対応することが可能か

検証を行います。 

※１ 表示のお気に入り・並び替え機能、アラート機能・類似商品提案機能（アレルギー物

質）、摂取目安との比較機能（栄養成分） 
 

 
 

 
アプリ画面イメージ図（※２） 

※２ 画面イメージは変更になる場合がございます。 

  



 

 

 

（２）実証期間・店舗（２店舗） 

①令和３年 11月 24日～令和３年 12月２日（10：00－17：00予定） 

イオンスタイル有明ガーデン 

②令和３年 12月６日～令和３年 12月 14日（10：00－17：00予定） 

イオンスタイル幕張新都心 

 

３．その他  

（１）実証協力スーパー 

イオンリテール株式会社 

（２）実証用食品表示データ提供協力企業 

株式会社ジャパン・インフォレックス 

 

※【実証の現地取材申込みに関するお問合せ先】 

株式会社 NTT データ経営研究所 担当者 高橋 伊東 小林 山崎 佐藤 

連絡先：03-5213-4110 

 

 

（本事業担当） 
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